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「ユニオン」の組合費・健康保険
料等の口座引き落しは毎月５日
（金融機関の休業日であれば翌営
業日）です。引き落しできるよう
に、預金残高の確認ねがいます。

坂田　健二

9月末で1,558名となり直近一年間で43人・2.84％の純増、2ヵ月ぶりに最高現勢を更新

　

9
月
14
～
16
日
（
土
～
月
）
愛

媛
県
松
山
市
「
愛
媛
県
武
道
館
」

で
開
催
さ
れ
、
全
国
24
県
連
・
組

合
か
ら
51
名
の
選
手
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

全
建
総
連
全
国
青
年
技
能
競
技

大
会
は
、
青
年
技
能
者
に
努
力
目

標
を
与
え
る
と
と
も
に
、
技
能
が

尊
重
さ
れ
る
気
運
を
図
る
こ
と
、

技
術
・
技
能
の
継
承
、
後
継
者
育

成
の
た
め
の
運
動
と
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
課
題
の
「
四
方
転
び

踏
み
台
」
の
原
寸
図
の
作
成
、
部

材
の
木
削
り
、
墨
付
け
、
加
工
、

組
み
立
て
を
６
時
間
と
い
う
時
間

制
限
の
中
で
技
術
を
競
い
ま
す
。

　

新
潟
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
は
坂
西 

陽
河
さ
ん
（
魚
沼
市 

35
歳
）
が

出
場
し
自
己
最
高
の
銀
賞（
２
位
）

を
獲
得
、
昨
年
の
銀
賞
（
３
位
）

か
ら
順
位
を
上
げ
ま
し
た
。

　

年
齢
制
限
の
た
め
今
回
が
最
後

の
出
場
と
な
り
ま
し
た
が
、
金
賞

に
は
一
歩
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の

自
己
最
高
の
成
績
を
残
し
た
坂
西

選
手
の
健
闘
を
讃
え
ま
し
ょ
う
！

ユニオン組合員数

⚫⚫⚫９・10月 会議・行事の報告⚫⚫⚫
中建国保関東ブロック研修会� 　９月2～3日（月～火）東京
全建総連 北信越地方協議会議�
� ９月12～13日（木～金）新潟市・阿賀野市
� ※全建総連・富山県連・石川県連・福井県連・長野建労から28名が来県
新潟北支部「くだもの狩り」� 9月15日（日）白根グレープガーデン
中建国保 支部職員研修会� ９月19～20日（木～金）徳島市
第19回ユニオン杯ゴルフコンペ
�  ９月22日（日・祝）新津カントリークラブ
北信越青協交流集会� 9月28～29日（土～日）富山市
第２回三役会議� 10月2日（水）石山地区公民館
第１回定期懇親会� 10月5日（土）新潟駅前「鯛家」
第２回執行委員会� 10月10日（木）石山地区公民館
中建国保 第338回理事会� 10月17～18日（木～金）東京
日曜健診（中建国保新潟県支部）� 10月20日（日）新潟健診スクエア
全建総連第65回定期大会� 10月23～25日（水～金）横浜市
全建総連 第１回中央執行委員会 � 10月25日（金）横浜市

坂
西
選
手
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

９
月
７
日
（
土
）
ユ
ニ
オ
ン
夏
祭

り
、
鹿
瀬
の
少
年
旅
行
村
で
キ
ャ
ン

プ
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
組
合
員
・
子
供
た
ち
を
含
む

家
族
な
ど
33
名
で
し
た
。
当
日
は
15

時
30
分
に
ス
タ
ー
ト
し
、
参
加
者
で

協
力
し
飯
盒
、Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
食
事
を
し
、

食
事
後
は
子
供
た
ち
の
提
灯
づ
く
り

（
絵
を
描
く
）
や
花
火
な
ど
を
し
ま

し
た
。
赤
湯
温
泉
に
も
入
浴
し
、
28

名
は
家
族
ご
と
に
バ
ン
ガ
ロ
ー
に
宿

泊
し
ま
し
た
。

　

ツ
ー
リ
ン
グ
部
の
最
初
の
活
動
と
し
て
10
月
13

日
（
日
）、
走
っ
て
い
て
も
少
し
暑
い
快
晴
の
な

か
日
帰
り
ツ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

朝
９
時
、
道
の
駅
栃
尾
に
集
合
、
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
後
、
十
日
町
市
に
あ
る
ま
ん
ぷ
く
食
堂
へ
。
ラ

イ
ダ
ー
ス
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
ー
メ
ン
（
背
脂
ブ
ラ
ッ
ク

醤
油
）
を
堪
能
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
道
の
駅

天
領
の
里
、
弥
彦
神
社
を
参
拝
後
、
夕
方
４
時
頃
、

解
散
と
な
り
ま
し
た
。

ユ
ニ
オ
ン
夏
祭
り
を
開
催

ツ
ー
リ
ン
グ
部�

始
動
！

坂坂ば
ん
ざ
い

ば
ん
ざ
い西西  

陽陽よ
う
こ
う

よ
う
こ
う河河
さ
ん
さ
ん
２
年
連
続
で

２
年
連
続
で  

銀
賞
銀
賞  

を
獲
得

を
獲
得

競技中の坂西選手

全
建
総
連
第
40
回
全
国
青
年
技
能
競
技
大
会

【競
技
終
了
後
】

 

Ｑ 　

�

競
技
が
終
わ
っ
た
直
後
の
感
想
を
教
え
て
下
さ
い
。
ま
た
、
今
回
の
大
会
で
、
出
場
す
る
の
は
最
後
（
出

場
年
齢
制
限
の
た
め
）
と
な
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
出
場
し
た
大
会
を
振
り
返
っ
て
い
か
が
で
す
か
。

坂
西	

す
べ
て
の
大
会
を
振
り
返
っ
た
上
で
、
満
足
し
て
い
る
。

 

Ｑ 　
昨
年
と
比
べ
て
完
成
度
は
ど
う
で
し
た
か
。

坂
西	�

昨
年
よ
り
、
特
に
ど
こ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
全
体
的
に
良
か
っ
た
。

 

Ｑ 　

�

昨
年
よ
り
も
完
成
度
は
良
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
昨
年
と
比
べ
て
・
製
作
工
程
・
練
習
方
法
な
ど

変
え
た
こ
と
は
あ
っ
た
の
か
。

坂
西	�

今
年
も
練
習
を
開
始
し
た
の
は
、
4
～
5
月
。
昨
年
か
ら
振
り
返
っ
て
研
究
を
し
た
。
製
作
工
程

は
、
大
ま
か
な
流
れ
は
変
え
ず
、
穴
の
掘
り
方
な
ど
細
か
い
部
分
を
修
正
し
て
い
た
。

 
Ｑ 　

�

昨
年
は
、
表
彰
式
後
、
競
技
委
員
（
審
査
員
）
か
ら
「
上
位
入
賞
者
の
得
点
が
競
っ
て
い
る
た
め
、
も
っ

と
見
た
目
を
意
識
し
て
ほ
し
い
。
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
見
た
目
と
い
う
点
で
力
を
入
れ

て
い
た
所
は
ど
こ
で
す
か
？

坂
西	�
布
を
敷
い
た
上
で
製
作
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
。

【表
彰
式
後
】

 

Ｑ 　
銀
賞
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
の
感
想
を
教
え
て
下
さ
い
。

坂
西	�

悔
し
い
。
反
省
点
は
特
に
な
か
っ
た
が
、
作
品
に
は
満
足
し
て
い
る
。

 

Ｑ 　

�

こ
れ
か
ら
、
出
場
を
考
え
て
い
る
若
い
大
工
の
方
に
一
言
い
た
だ
け
ま
す
か
。

坂
西	�

最
初
の
7
～
8
年
前
、
2
回
目
の
大
会
出
場
で
銅
賞
を
取
っ
て
か
ら
、
周
り
か
ら
も
声
を
掛
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
続
け
て
い
け
ば
楽
し
い
と
思
い
ま
す
の
で
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

上位10名の競技結果・点数について

順位 県連・組合 氏名 ゼッケン
番号

得点
合計

内訳（502点満点） 100点
計 備考現寸図

(191点満点)
総合的な出来栄え
(311点満点)

1 東 京 都 連 四宮　　藍 38 480.0 183.5 296.5 95.618 金賞
2 新潟ユニオン 坂西　陽河 6 475.5 178.5 297.0 94.721 銀賞
3 三 重 建 労 西口真太郎 30 469.5 176.5 293.0 93.526 銀賞
4 建 設 埼 玉 小林　直樹 34 466.0 179.5 286.5 92.829 銅賞
5 兵 庫 県 連 小松　祐也 23 465.0 183.5 281.5 92.629 銅賞
6 神 奈 川県 連 福田　康輔 16 459.5 175.0 284.5 91.534 銅賞
7 岐 阜 建 労 佐藤　啓介 28 457.0 175.0 282.0 91.036 入賞
8 兵 庫 県 連 松井宏志郎 10 456.5 173.5 283.0 90.936 入賞
9 神 奈 川 県連 佐藤　翔悟 32 455.5 181.5 274.0 90.737 入賞
10 福 井 県 連 近藤　奨悟 2 453.0 184.0 269.0 90.239 入賞

ゴルフコンペ

四方転び踏み台を挟んで応援に駆けつけた福澤会計監査（右）と

北信越地協会議
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 労働保険事務組合からのお知らせ
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
第３期保険料納付は、引き落としになります

引き落とし日　12月５日（木）
　4月（令和6年度）よりユニオンにご登録の口座から組合費等も含めた
金額で引き落としとなります。11月末頃に別途ご案内を郵送予定です。
【保険料の引落しは、第１期　5月7日、第２期　8月5日、第３期　12月5日（予定）】

令和６年分　　　　　確定申告のための税金研修会を開催します
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　税理士さんを講師に招き、確定申告のための税金研修会を下記のとおり
開催します。コロナ禍後、税務署による事後調査も増えています。ユニオ
ンで一括申告されている方はもとより、個別で申告されている方も是非ご
参加ください。
日　　　時　１月19日（日）午前9時～11時30分（予定）
会　　　場　新潟ユニゾンプラザ ４階「大会議室」
　　　　　　　新潟市中央区上所2-2-2　℡025-281-5511
講　　　師　税理士法人 柳都 今井　彰 税理士（ユニオン顧問税理士）
研 修 内 容　・令和６年分所得税の税制改正による変更点
　　　　　　・事後調査で指摘が多い点
　　　　　　・インボイス制度と消費税確定申告の概要について
参加対象者　組合員及び記帳担当の家族（個人事業所・一人親方が対象の
　　　　　　研修会です。法人事業所は対象としていません）
定　　　員　先着80名
　　　　　　※定員に達した方のみご連絡いたします。参加者に対して改
　　　　　　　めて案内は送りません。
参　加　費　参加費は無料です。
　　　　　　※当日、所得とりまとめ帳を200円で、組合手帳を300円で販売します。
参 加 申 込　参加希望の方は同封の申込書を12月25日（水）までに
　　　　　　ＦＡＸ（025-287-3081）または郵送でお送りください。

所得税
消費税

要請ハガキ 現在、1,452枚を集約しました。集中投函期間（11/25～11/29）までまだ間に合いますので未提出の方は提出下さい。

　インフルエンザ予防接種を受ける時期になりました。中建国保では
１人につき2,000円の補助を年度内に２回、受けることができます。
【補助対象者】
　接種時点で中建国保の資格のある組合員・家族
【補助対象となる接種の時期】
　令和６年４月１日～令和７年３月31日
【補助金額】
　接種費用にかかわらず１人あたり2,000円を年度内２回（自己負担
なしでも補助がでます。）
【必要書類】
「インフルエンザ予防接種補助金申請書」
　�　申請書に、保険証の記号（1501）・番号、組合員氏名、接種者の
氏名、続柄（組合員からみた）、接種日、医療機関名、申請年月日
をご記入ください。
　�　申請書は令和６年度中建国保の便利帳の巻末に添付されています。
また、中建国保本部ＨＰ（届出書・申請書ダウンロード　☝　インフ
ルエンザ予防接種補助金申請書　☝　）からダウンロードできます。
「接種したことが確認できる書類」
　※以下の①～③のうちいずれか１つが必要です。
　　①領収書の原本（コピーは不可）
　　　※�返却希望の場合は領収書に「領収書原本返却希望」と記入し、

切手を添付した返信用封筒を同封してください。記入および返
信用封筒が同封してない場合は返却いたしません。

　　②接種証明書の写し
　　③母子手帳の写し（母子手帳の１ページと接種日が分かるページ）
　　　※�添付書類１枚だけでは予防接種の種類や接種を受けた方の氏名

が確認できない場合には、組み合わせて送付してください。
【支給方法】
　各月の20日までに提出いただくと翌28日（金融機関が休みの場合は
翌営業日）に中建国保に登録されている口座に振込まれます。

中建国保加入のみなさんへ
インフルエンザ予防接種補助金制度
１人年度内に２回補助を受けられます 　中建国保新潟県支部では所得税の申告で社会保険料控除となる「国

民健康保険料納入済み額証明書」を12月初旬に郵送でお送りします。
毎年、紛失される方が見られますが、確定申告や年度末調整に使用す
るまで大切に保管ください。
　法人事業所にお勤めの組合員については事業所に一括してお送りし
ます。
【証明書の形式】
　証明書は圧着ハガキで表に「 親展  大切なお知らせです」と記
載があります。
【証明額の記載】
　証明金額は証明書の右側の一番下の欄に書かれてある数字です。

保険料納入済額証明書は12月初旬に発送予定

中建国保 能登半島地震による保険料免除の申請はお済みですか？
　元日に発生した能登半島地震で半壊以上の罹災証明が出た方については、
中建国保保険料の減免及び医療費免除（12月末まで延長）が受けられま
す。すでに１月中にご案内を送付していますが、まだ、提出されていない
方は中建国保新潟県支部（建設ユニオン：025-287-3057）までご連絡く
ださい。

　ただし、申請書や添付書類に不備があった場合は、支給が遅くなる場
合があります。

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

／／

（（土土））

初初参参加加・・新新加加入入のの方方はは会会費費無無料料！！

新新潟潟駅駅前前「「鯛鯛家家」」でで全全組組合合員員をを対対象象ととししたた「「忘忘年年会会」」をを開開催催ししまますす。。

会会でではは難難ししいい話話はは抜抜ききににししてて、、建建設設業業にに従従事事すするる者者同同士士、、楽楽ししくく親親睦睦をを図図りりままししょょうう。。

何何かかとと忙忙ししいい季季節節でですすがが、、大大勢勢のの皆皆ささんんのの参参加加ををおお待待ちちししてておおりりまますす。。

１． 日  時  １２月７日（土）１８：００～２０：００ 

２．会  場  新潟駅前「鯛家」 
          新潟市中央区東大通 1-3-20 木村ビル１階 TEL 025-247-6633 

３．参加対象者 ユニオン組合員（先着 25名） 

４．会  費  ３，０００円 
2023年 4月 1日以降の加入者は無料 

５．申込方法  同封の申込書を１１月２９日（金）までに 

ＦＡＸ（025-287-3081）または郵送でお送りください。 

電話(025-287-3057)でも構いません。 

  （当日の緊急連絡先 ０７０－４１９２－２３３４) 

忘年
前
回
の
定
期
懇
親
会
の
様
子

中建国保 災害による保険料減免
被　害　区　分 免　除　額

住家の全焼または全壊及び全部冠水 保険料３ヵ月分
住家の半焼または半壊
床上１ⅿ以上の冠水

保険料２ヵ月分
※�災害救助法の適用市町村に住所を有す

る組合員のみ保険料３カ月分を免除
床上１ｍ未満の冠水 保険料 1 カ月分
中建国保 能登半島地震による医療費免除　　※中建国保加入者対象
対　象　者
⑴　能登半島地震により次のいずれかの申し立てをした者
　①　住家の全半壊、全半焼、床上浸水またはこれに準ずる被災をした旨
　②　主たる生計維持者が死亡しまたは重篤な傷病を負った旨
　③　主たる生計維持者の行方が不明である旨
　④　主たる生計維持者が業務を廃止し、または休止した旨
　⑤　主たる生計維持者が失職し、現在収入がない旨
⑵�　能登半島地震による災害に係る災害救助法の適用市町村に住所を有する中

建国保の被保険者であること


